
埼玉県現職・退職校長北足立南部支部教育推進協議会

様々な危機への対応と未然防止の体制づくり

～いじめ・不登校への適切な対応と体制づくり～

令和7年11月19日（水）

川口市小学校長会



神根小学校

・児童数271名

・通常学級12学級

・特別支援学級3学級（知的１・情緒２）

・１クラス１８～24名

・要保護4家庭

・準要保護49家庭

・外国籍児童17名（トルコ6中国５コロンビア２ベトナム２

フィリピンブラジル各1）



生徒指導の課題

・問題が起こってから指導をする

・いじめのアンケートに慢心している

・保護者からの情報でいじめが発覚する

・報・連・相が途切れる

・曖昧な事実確認

・指導後の見取りも曖昧



職員の意識改革のための研修内容

・令和5年度 いじめの重大事態と初期対応

・令和６年度 生徒指導の重点支援構造

・令和7年度 不登校対応





いじめ認知件数(件)

R4 R5 R6

年間
103 80 69



いじめの重点指導

令和5年度 いじめをキャッチしてから見取りの指導

令和6年度 早期発見、早期対応

令和7年度 未然防止の指導



生徒指導の重点支援構造



いじめの対応について問題提起



学級会での取り組み







問題が起こらないような風土
づくりや教育

【ライフスキル教育がねらいとするところ】

一次予防

三次予防

二次予防 問題を早期発見・早期解決し
て深刻にならないように対処

問題が起きたあとの対処や再
発防止

１. ライフスキルとは





⑥ 指導の展開          

【第１時】 インターネットと上手に付き合おう 

導 入 

ＳＴＥＰ１ グループをつくる 

●「４色集めゲーム」で、違う色を書いた仲間を探し、この時間に共に活動する４人グル

ープを組みます。 

※この後の活動は４人一組で行うため、机の配置等を予め考えておく。 

◇指示 

 短冊に「好きな色」を一つ書きます。相談はせず、自分の考えを書いてください。 

（短冊に書かせる） 

 これから男女混合の４人グループを作ります。短冊に書いた「色が違う人」同士で集

まり、４色集まったらグループを組みましょう。 

※４人で組めない人数の場合には、教師が調整する。 

※多様な考えにふれさせるためにも、男女混合グループを組むことが望ましい。 

 

ＳＴＥＰ２ インターネットの良い所と困る所について話しあう 

●インターネットやスマートフォンは、生活に欠かせない便利なものであることをおさえ

させます。さらに不安な所や家の人に注意される所を考えさせる所では特にインターネ

ット等の依存に関することに注目させます。 

◇指示 

インターネットやスマートフォンの良い所は何ですか。また、不安なところや家の人

に注意されるところは何ですか。発表しましょう。 

 

ＳＴＥＰ３ インターネット等への依存の恐ろしさについて考える 



ライフスキル資料



いじめに関するアンケート







心の健康観察







SNS教育



ネットモラル授業



埼玉県ネットアドバイザーによる授業



児童会の取り組み





桜満開プロジェクト



不登校児童数(人)

R4 R5 R6

年間
８ 8 6



ホットルーム



個別のファイル




